
福島は、豊かな自然に恵まれ、四季の変化にも豊み、春はモモ
にはじまりサクランボ・ナシ・ブドウ・リンゴの花が咲き乱れ、
くだもの王国の名にふさわしい風物詩がくり広げられます。
また、奥の細道でも全国的に有名な温泉地〈飯坂温泉〉こけしと
水芭蕉の里〈土湯温泉〉。さらに、吾妻山系の登山、観光の基地
となる〈高湯温泉〉があり県内外の人びとに親しまれています。
名所旧跡・文化施設も数多く、なんといっても、雄大な大自然に
魅せられてしまう磐梯吾妻スカイラインや磐梯高原をはじめ
とする数々の観光地を有します。ぜひ一度おこし下さい。

うつくしまの心に、触れる

ACCESS ●福島駅から徒歩約15分
●東北自動車道福島西I.Cから車で約10分

〒960－8065 福島県福島市杉妻町3－45
TEL（024）523－5161（代）　FAX（024）524－2451

http://www.sugitsuma-kaikan.com/
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阿
武
隈
川
の
ほ
と
り
に
た
た
ず
む
杉
妻
会
館
。

四
季
折
々
の
風
情
を
見
せ
る
日
本
庭
園
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら

故
人
を
偲
ぶ
心
静
か
な
時
間
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

思
い
出
を
語
り
合
う
、
ご
供
養
の
ひ
と
と
き
と
な
る
よ
う

心
を
こ
め
て
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



心
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ら
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き
を…

ご
家
族
だ
け
の
少
人
数
の
お
集
ま
り
か
ら
、

ご
親
族
・
ご
友
人
な
ど
の
多
人
数
の
お
集
ま
り
ま
で
、

人
数
に
応
じ
て
和
室
・
洋
室
の
お
部
屋
を
ご
用
意
致
し
て
お
り
ま
す
。

◎ご予算に応じ承ります。お気軽にご相談下さい。  ※一部料理内容が変わることもあります。

ご
法
要
特
選
料
理
六
，五
〇
〇
円 

（
税
込
）

ご
法
要
特
選
料
理
五
，五
〇
〇
円 

（
税
込
）

●芙蓉の間（和室会場）
日本庭園に面した和室は、落ち着いて
ごゆっくりおくつろぎいただけます。

●石楠花（洋室会場）
落ち着いた品格のある内装を施した
洋室は少人数のお集まりにもご利用
いただけます。

和・洋室併せて18室のくつろぎとやすらぎのスペースをご用意いた
しました。ゆったりとした広めのお部屋でのびのびとプライベートな
時間をお過ごし下さい。遠方からのお客様にご利用いただけます。
ご法要利用で宿泊の場合は割引いたします。

ご宿泊のご案内

当館自慢の日本庭園は
会館の南側に位置し、豊かな緑と陽の光に
よって四季折々の表情を見せてくれます。
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司
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ご
供
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を

　
　
　

 

料
理
に
こ
め
て

旬
の
食
材
を
豊
富
に
使
っ
た

真
心
こ
め
た
料
理
の
数
々
。

ご
法
要
の
後
の
ご
会
食
に
、

き
っ
と
ご
満
足
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。


